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市
役
所
大
麻
出
張
所
、

市
役
所
、
市
水
道
庁
舎
（
集
合
に
は
、

別
浄
水
場
か
ら
監
視
・
操
作
す
る
た
め

の
設
備
更
新
工
事
で
す
。

�
浄
水
施
設
整
備
事
業
・
ろ 
過  
池 
逆
洗

か 

ち

ポ
ン
プ
お
よ
び
モ
ー
タ
更
新
な
ど

　

８
１
６
４
万
円

　

浄
水
場
の
ろ
過
池
の
砂
の
中
に
不
純

物
が
た
ま
り
、
ろ
過
機
能
が
落
ち
て
い

く
た
め
、
そ
れ
を
洗
浄
す
る
た
め
に
必

要
な
逆
洗
ポ
ン
プ
の
設
備
更
新
工
事
で

す
。

���
�
�
�
�

�
雨
水
管 
渠 
整
備
事
業
（
１
７
７�
）

き
ょ

　

２
億
５
０
３
７
万
円

　

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
解
消
を
目
的

と
す
る
、
大
麻
地
区
と
工
栄
町
地
区
の

下
水
道
雨
水
幹
線
整
備
工
事
で
す
。

�
汚
水
管
渠
整
備
事
業

　

６
４
３
９
万
円　

�
汚
水
管
渠
更
生
事
業
（
２
０
０�
）

　

４
９
０
０
万
円　

�
ポ
ン
プ
場
整
備
事
業
・
江
別
太
中
継

ポ
ン
プ
場
除
塵
機
更
新
な
ど

　

３
５
０
０
万
円

�
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
・ 
沈  
砂  
池 

ち
ん 

さ 

ち

機
械
設
備
更
新
な
ど

　

３
億
８
２
５
０
万
円

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
沈
砂
池
の
機

械
設
備
を
更
新
す
る
工
事
の
ほ
か
、
散

気
装
置
の
機
械
・
電
気
設
備
を
更
新
す

る
工
事
を
行
い
ま
す
。

�
合
流
式
下
水
道
改
善
事
業
・
合
流
改

善
施
設
（
滞
水
池
電
気
設
備
）

　

１
億
１
８
０
０
万
円

　

合
流
式
下
水
道
の
雨
天
時
に
お
け
る

放
流
水
質
を
新
た
な
国
の
基
準
に
適
合

さ
せ
、
河
川
水
質
な
ど
環
境
へ
配
慮
す

る
た
め
の
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
電
気
設

備
設
置
工
事
で
す
。
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平
成　

年
度
の
水
道
事
業
は
、
収
支

２１

合
わ
せ
て
約　

億
５
８
０
０
万
円
、
下

３１

水
道
事
業
は　

億
１
８
０
０
万
円
の
予

４９

算
で
施
設
や
水
道
管
の
整
備
更
新
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

���
�
�
�

�
配
水
区
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
事
業
（
１
ブ

ロ
ッ
ク
）　

８
９
５
８
万
円

　

地
震
災
害
な
ど
に
よ
る
濁
水
や
水
圧

低
下
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

市
内
の
給
水
区
域
を　

の
ブ
ロ
ッ
ク
に

７３

分
け
て
管
理
す
る
も
の
で
、
今
年
度
で

完
了
予
定
で
す
。

�
配
水
施
設
整
備
事
業
・
テ
レ
メ
ー
タ

設
備
更
新　

１
３
２
８
万
円

　

江
北
ポ
ン
プ
場
に
設
置
し
て
い
る
配

水
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
な
ど
を
、
上
江

�
�
�
�
�
�
�
�

　

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
を
市
民
の

方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
バ
ス

に
よ
る
見
学
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
参
加
無
料
。

　

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

現
地
で
昼
食
を
取
る
際
の
敷
物
を
持
参

す
る
と
便
利
で
す
。
車
内
で
の
飲
物
は

用
意
し
ま
す
。

�
�
�
　

６
月　

日�
８
時　

分
〜　

２５

１５

１５

時　

分
こ
ろ
。
た
だ
し
、
時
間
は
集
合

３０
（
バ
ス
乗
車
）場
所
に
よ
り
多
少
異
な
り

ま
す
。

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
水
道
庁
舎
に
は
駐
車

で
き
ま
せ
ん
）。

�
�
�
�
　
 
漁 
川
ダ
ム
（
恵
庭
）、
浄
水

い
ざ
り

場
（
江
別
）、
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
江
別
）。

�
�
�
　
　

人
。

８０

�
�
�
　

６
月
３
日�
〜　

日�
の
間

１２

に
電
話
で
水
道
部
総
務
課（�
３
８
５
‐

１
２
１
３
ま
た
は�
３
８
５
‐
１
２
１

４
）
へ
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
の
集
合
（
乗
車
）
場
所
を
お
聞
き

し
ま
す
。
集
合
場
所
は
、
後
日
調
整
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
団
体
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

�
�
　

申
込
先
へ
。
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戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
江
別
の
水

源
は
、
井
戸
が
主
体
で
し
た
。

　

昭
和　

年
こ
ろ
、
神
社
山
（
萩
ヶ

２５

岡
）
の
井
戸
の
水
位
が
、
人
口
増
に
よ

る
使
用
水
量
の
増
加
も
あ
っ
て
か

年
々
低
下
し
、
水
不
足
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
の
水
や
不
衛
生
な
井
戸

水
に
起
因
す
る
赤
痢
な
ど
も
発
生
し
、

井
戸
に
は
ふ
た
を
し
、
川
の
水
を
生

で
飲
ま
な
い
よ
う
に
と
の
注
意
が
町

政
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

折
し
も
昭
和　

年
５
月
、
条
丁
目

２８

で
発
生
し
た
火
災
が
、
強
い
季
節
風

に
よ
り
猛
火
と
な
っ
て
、
２
５
０
戸

を
ま
た
た
く
間
に
消
失
す
る「
江
別
大

火
」
が
発
生
。

　

主
た
る
消
防
水
利
が
北
日
本
製
紙

（
現
・
王
子
特
殊
紙
）
の
貯
水
池
と
江

別
川
（
現
・
千
歳
川
）
の
み
の
た
め
、

地
元
消
防
団
、
近
隣
市
町
村
消
防
団

の
必
死
の
消
火
作
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
消
防
水
利
の
貧
困
さ
か
ら
大
事

を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

江
別
町
と
し
て
も
決
し
て
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
上

水
道
に
つ
い
て
数
々
の
論
議
は
さ
れ

て
い
た
の
で
し
た
。

　

当
時
は
、
町
の
財
政
も
相
当
に
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
す
で
に
給
水
事
業

を
行
っ
て
い
る
北
日
本
製
紙
か
ら
の

分
水
、
あ
る
い
は
豊
平
峡
ダ
ム
か
ら

豊
平
川
を
経
由
し
て
角
山
に
貯
水
池

を
設
け
る
な
ど
の
論
議
が
さ
れ
た
ほ

か
、
飛
烏
山
に
深
井
戸
を
掘
っ
て
水

源
と
す
る
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の

で
し
た
。

（
資
料
・
江
別
水
道
史
）
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き
れ
い
な
水
道
水
を
お
使
い
い
た
だ

く
た
め
、
毎
年
、
計
画
的
に
水
道
管
の

大
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
の
赤
水
や
に
ご
り
水
の
原
因

の
一
つ
は
、「
水
道
管
の
水
あ
か
」
で
す
。

こ
の
水
あ
か
を
取
り
除
く
た
め
、
水
道

管
内
に
大
量
の
水
道
水
を
一
気
に
流
す

こ
と
で
、
管
内
部
に
付
着
し
て
い
る
水

あ
か
を
取
り
除
き
ま
す
。

　

こ
の
水
道
管
洗
管
作
業
は
、
市
内
を

８
つ
の
区
域
に
分
け
て
８
年
周
期
で
作

業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
の
対
象

地
区
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�

　

あ
さ
ひ
が
丘
、
野
幌
若
葉
町
、
野
幌

東
町
、
東
野
幌
本
町
、
東
野
幌
町
、

緑
ヶ
丘
、
東
野
幌
の
一
部
、
西
野
幌
の

一
部
、
上
江
別
の
一
部
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

６
月
中
旬
〜
７
月
下
旬
の　

時
〜
翌

２３

朝
５
時　

分
。

３０

　

な
お
、
詳
細
は
関
係
自
治
会
の
各
戸

に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
当
日

は
広
報
車
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
中
は
一
時
的
に
断
水
・

に
ご
り
水
・
水
圧
低
下
な
ど
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
地
区

の
方
は
、
作
業
当
日
に
必
要
な
飲
み
水

な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
く
み
置
き
し
て
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

�
�
　

水
道
整
備
課
維
持
管
理
係
（�

３
８
３
‐
２
４
３
９
）
へ
。
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水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
現

行
料
金
を
維
持
す
る
た
め
、
使
用
実
績

を
も
と
に
し
た
見
込
水
量（
認
定
水
量
）

で
３
か
月
間
料
金
を
毎
月
い
た
だ
き
、

４
か
月
ご
と
の
検
針
で
料
金
を
精
算
し

て
い
ま
す
。

　

冬
期
間
の
積
雪
に
よ
り
、
屋
外
の
地

下
式
水
道
メ
ー
タ
の
検
針
が
で
き
な
い

ご
家
庭
や
事
業
所
は
、
認
定
水
量
で
料

金
を
い
た
だ
く
期
間
が
通
常
よ
り
さ
ら

に
４
か
月
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
族
数
が
増
減
し
た
り
、

融
雪
槽
に
水
道
水
を
使
用
し
た
り
す
る

な
ど
、
使
用
状
況
の
変
動
に
よ
り
、
認

定
水
量
と
実
際
の
使
用
水
量
と
の
間
に

差
が
生
じ
、
精
算
月
（
検
針
す
る
月
）

の
料
金
が
前
月
の
料
金
に
比
べ
、
一
時

的
に
多
く
な
っ
た
り
、
反
対
に
料
金
を

お
返
し
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
水
量
は
概
算
で
す
の
で
、
出
産

や
進
学
な
ど
に
よ
る
使
用
人
数
の
変
化

や
、
長
期
不
在
な
ど
で
使
用
水
量
の
変

動
が
見
込
ま
れ
る
と
き
に
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

�
�
　

営
業
セ
ン
タ
ー
料
金
担
当
（�

３
８
５
‐
４
９
８
７
）
へ
。
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